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「企業を超えた効率化の実現」



当ワーキンググループ（06）の概要
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• 研究テーマ

■ 中継輸送による長距離輸送の負担軽減

• 現場の課題

• 基本方針

■ ドライバー不足、コンプライアンス対応、運送約款改正等々
→ 長距離輸送の手配が更に困難なる可能性が高い

■ 特定企業のみならず、多くの企業にメリットが出る輸送の仕組みを構築したい

■ 成果を出すことを目指し、まずは具体的な輸送を取り上げ、“部分最適”を構築。
その後ご賛同頂く企業と共に“全体最適”へ展開したい

■ 積載率向上に向けた取組み

■ ロードファクター（実車率×積載率）の低下 ※2010年以降40％前後で推移
→ 輸送能力全体が有効に使用できていない



メンバー紹介

会員企業名 参加者名
（敬称略） プロフィール

ウィルポート 株式会社 城山・秋山 宅配事業・無電源宅配BOXの開発

株式会社 システム計画研究所 安井 ソフトウェアとシステムの設計開発

日本事務器 株式会社 林 情報システム開発・コンサルティング

株式会社 日立物流 佐藤・櫻田 3PL・システム物流事業

株式会社 首都圏物流 駒形 運輸事業及び物流センター運営事業

株式会社 ACCESS 佐々木・皆川 ブラウザ及びIoTサービスの開発

P & J 株行会社 依田 ダンプ車輌のレンタル及びリース

ウイングアーク 株式会社 石川・石井 情報システム（帳票・BI）開発

株式会社 ロンコ・ジャパン 中務 物流センター運営・運輸及び人材派遣事業

日本GLP 株式会社 武田 物流施設プロバイダー

トランコム 株式会社 上林・遠藤 求貨求車及び3PL事業
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活動報告 1.中継輸送

3

＜ 狙 い ＞
長距離ドライバーの労働環境（長い拘束時間・帰宅出来ない）の改善
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（1）静岡～香川の中継輸送の状況について
・ 中継拠点の変更により時間が短縮されるも、拘束時間は計画よりもプラスで推移
・ 中継拠点を柔軟に変更できる仕組みの確立

例） ① 最新且つ最適な中継地点がスマホへ双方のドライバーへ通知される
② 大型トラック駐車可能なコンビニ駐車場への自動誘導

（2）問題及び対策案
・ 同一企業間同士でしか成立しない
・ 車輌を乗り換える＝他者の車輌の運転を嫌悪するドライバーも一定数あり
・ 貨物破損時の責任の所在

・ スワップボディの導入や荷姿の共通化
・ 中継拠点/スペースの拡充 → 共同運営会社の設立
・ 中継輸送に関わる企業向け貨物保険

活動報告 1.中継輸送 【結果】

（
問
題
）

（
対
策
）



活動報告 2.積載率向上
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＜ 背 景 ＞
・ ロードファクター（実車率×積載率）の低下 ※2010年以降40％前後で推移
→ 実は実車率（実車キロ÷走行キロ）は向上、積載率（輸送重量÷最大積載重量）が低下

・ 貨物自動車の出荷1件当たりの積載重量（流動ロット）が減少

＜ 狙 い ＞
・ トラック輸配送の非効率な状況を打破するため、車輌（荷台）の視える化
を促進し、「最適ロケーションでの手配」、「積載効率向上」の実現を目指す

＜ 具体的な手法 ＞
・ 日立物流グループの”モバイル輸送システム”を首都圏物流、トランコム、日立物流の

車輌で2018年1月より試用し、車輌の有効活用に取組む



「資産の見える化」が重要
↓

トラック輸送の資産を見える化
するサービスです

活動報告 2-（1）どんな仕組み？（モバイルTMS①）



スマートフォンを活用した荷量可視化

A拠点

B拠点

C拠点

WEB

『スマートフォンさえあれば、すぐに利用可能』
今ある資源を見える化し、有効活用。改善による利益を創出。

活動報告 2-（1）どんな仕組み？（モバイルTMS②）



＜ 機 能 ＞

２．集荷・卸の遅延確認

NO 納場名称 到着時間 出発時間 到着時間 出発時間 到着時間 出発時間

0 営業所 6:17 6:32

1 Aｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 40% 6:50 7:20 6:32 6:40 -00:17 -00:39

2 Bｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 60% 7:30 7:40 7:24 7:42 -00:05 +00:02

3 Cｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 100% 8:20 8:50 8:28 9:10 +00:08 +00:20

4 D納入先 80% 9:30 9:40 9:56 10:06 +00:26 +00:26

積載率
計画 実績 差異

・ 計画と実績の差異を集計して原因調査
⇒ 適正な計画の参考に。お客様への提案も可能。

・積載率一覧

・ ドライバーによる積載率選択と写真取得
⇒リアルタイム車両状況の登録

追い積み可能な車両が
判別可能

営業所略称 車番 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ名 利用時間（H）

九州輸送課 1061 A 9.82

九州輸送課 1059 B 9.72

厚木営業所 4988 C 9.55

豊田営業所 4952 D 9.5

九州輸送課 9999 E 9.42

・ 遵法管理の強化に活用

３．ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ別稼動時間の可視化

１．荷量・荷姿・積載率の確認

活動報告 2-（1）どんな仕組み？（モバイルTMS③）



活動報告 2-（1）どんな仕組み？（画面イメージ①）



活動報告 2-（1）どんな仕組み？（画面イメージ②）



動態管理アプリ 0円

端末のレンタル 月額2,500円～
※オプション無料通話3,000円分込み

１．バンテックとのシステム利用許諾契約締結
２．モバイル端末準備（iPhone推奨）
３．各種マスタ登録

活動報告 2-（1）どんな仕組み？（料金・手続き）

✓ 利用料

✓ システム利用までの流れ



トランコム

首都圏物流

日立物流

ハネウェル

ウイングアーク１ｓｔ

日立物流Gr.：バンテック

ACCESS
システム計画研究所

システム

利用・FB

端末提供

データ分析

AI分析(画像)

ＷＧ参加メンバ味付け

準備

トライアル

事後 （今後）

活動報告 2-（2） プレーヤー（敬称略）



項目

2月 3月 4月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

準備 ★ ■ ■

トライアル ■ ■ ■ ■ ■

データ分析 ■ ■ ■

取り纏め ■ ■

発表 ★

活動報告 2-（3） スケジュール



✓ 立てつけが結構大変

✓ 機器・ソリューションが揃うのに時間が掛かる

✓ マスタ整備に時間が掛かる：一々エントリするのが面倒

 ソリューション自体のVer.UP対応
 機器保有の確認
 スマホ：サービスの再販

 関係者周知
 契約書締結

 概要説明
 マスタの考え方の理解、データ準備、エントリ
 予定情報連携するか、マニュアルエントリするか
 そもそも新しいシステムの為、中々かってが掴めない

活動報告 2-（4）トライアルに際して分かった事



実現しようとすると得られる気付きがある・・・

これって現時点での位置は
把握出来るけど

○時間後の位置って把握
できないのかな

構想はあるんですが
現時点では出来ません

15:00に出荷可能となる緊急在
庫があってそれを拾う事の可能な
車両は現時点では配車マンじゃ
ないと分からないんですよ・・・

ソリューション構築上の重要なヒント

活動報告 2-（4）トライアルに際して分かった事



活動報告 2-（5）プレッシャー：物流ニッポン様



ハネウェルさんの
多目的スマホ：EDA50K

画面が見やすい
＋

タッチパネル

バッテリー持ちが凄い

スキャナが付いている
（今回は使わなかった
が多くのバーコードに対

応）

落しても割れない
ゴリラガラス

トライアルを廻すには
調達面も非常に重要！

ハネウェルさんには本トラ
イアル用に無償にて使用さ

せて頂きました！

この場をお借りし
改めて感謝申し上げます！

活動報告 2-（6）機器調達 ご支援



活動報告 2-（6）実施状況①

ドライバーが写真を撮影



活動報告 2-（6）実施状況②



活動報告 2-（6）実施状況③

荷量推移の見える化



活動報告 2-（6）実施状況④

データ分析レポートの共有



• 実態を掴む大きな一歩  見えるだけでなくアクションに繋げる必要あり
• 配車マンとドライバー位しか分からなかった状況が見える様になった
• 予定情報連携の自動化が図れると導入がスムース
• 容積的に余り大差が無い場合もあり、導入が必要なルート選別が必要
• ワンタイム・アドホックもある為、配送先のマスタ化は変更して欲しい

活動報告 2-（7）ユーザー所感

• スマホは見やすいものの重い
• アラートを出してほしい（データエントリを忘れてしまう）
• 自動で写真を撮って欲しい（撮り忘れる場合あり）
• 自動で容積も撮って欲しい

✓ 管理者目線

✓ ドライバー目線



✓ 通常業態が異なる為、複数の異なる営業所間の比較が難しい
異なる営業所で同一の物差し（システム）を適用する事により見える化・定量化し、
分析に繋げる事が可能

✓写真を撮る際に縦・横の向きを考慮する必要あり
今後赤外線定点カメラ＋ジオフェンス機能導入も本格検討

✓荷主との交渉材料
 出荷頻度、納期調整をする事で、合理性の追求
 車両総台数を減ずる事が可能：車両不足対策となる

✓そもそも画像を取られる事がNGな荷主あり
欲しいのは画像では無く、荷姿・M3
画像・センシングにより自動でM3を取得可能なソリューションを募集します！

✓重量も欲しくなる
 過積載への対応策となる

活動報告 2-（8）気付き事項



3. 活動報告 まとめ ～今後に向けて～

（1）中継輸送について

・ 同一企業（＝大手）しか成立しない

・ 多くの企業が参画できるようにするためにはスワップボディの
普及やアセットを共同利用するJVの設立が必要ではないか

（2）積載率向上について

・ 見える化するだけでは意味が無く、どう生かすかが重要

・ 上流である荷主企業へ、指定時間の緩和や輸配送を
間引きする運用への切替を提言し、実現を目指すべきである



4. 最後に・・・

✓ 現場の協力を得る為にお金を支払って実施するトライアルの
想定など費用が掛かる事も想定が必要かも・・・

✓新しいソリューション提案を募集します !

✓是非TDBCに参加頂き、一緒にチャレンジしませんか !



運輸デジタルビジネス協議会
https://unyu.co/

unyu.co＠wingarc.com

TEL 03-5962-7370


